
3つの視点から地元のバスケチームを強くする
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動機：香川ファイブアローズの強化へ！
香川ファイブアローズの現状
・B2リーグ西地区に所属
・2016‐2017シーズンの年間勝率 .317

・リーグ18チーム中15位、西地区6チーム中5位
↓

香川ファイブアローズが少しでも多く勝ち星を挙げるためにはどうすればよかっ
たのか、データ分析によって明らかにし、地元チームの強化に貢献したい

特性要因図

〇データの抽出
香川の年間勝率は約3割と低い

=香川と実力差が大きく開いているチームも存在する

試合の相手ごとの勝率を調べ、5割前後の相手との試合のみに焦点を
絞り、実力の近いチームに勝つことを考える

順位チーム 試合数 勝率 順位チーム 試合数 勝率

1島根 8 0.215 9 青森 2 0.500

2 広島 8 0.125 10 愛媛 6 0.333

3 熊本 8 0.250 11 東京Z 2 0.500

4 西宮 2 0.000 12 山形 2 0.500

5 名古屋 2 0.000 13 奈良 2 0.000

6 群馬 2 0.000 14 東京EX 2 0.500

7 茨城 2 0.500 16 岩手 2 1.000

8 福島 2 0.500 17 信州 2 0.500

18 鹿児島 6 0.667

表1 B2リーグのチームの順位とその相手に対する香川の勝率

→赤字のチームとの試合データを抽出する

分析Ⅲ：得点差を見る分析Ⅱ：試合の流れを見る

目的Ⅱ 流れとプレーの種類の関係を知ることで、流れをつかみ、勝
利に近づく方法をつかむ

(香川の得点)
-(相手の得点)

第1ピリオド 第2ピリオド 第3ピリオド

14～29 データなし 100.0 100.0

10～13 100.0 75.0 データなし

0～9 50.0 35.3 36.4

-9～0 24.1 33.3 40.0

-13～-10 14.3 14.3 10.0

-33～-14 0.0 0.0 0.0

香川ファイブアローズの全60試合について得点差と経過時間の関係をグ
ラフ化→前半(1・2ピリオド)において大差が開き、負けている試合が多い

目的Ⅲ どの程度の得点差なら逆転できる見込みがあるのか明らかに
する
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表2 各ピリオド終了時の得点差とその試合で勝つ確率

考察Ⅲ
• どのピリオドにおいても点差が2桁に開いた場合、その差を覆すこと
は非常に困難だったと考えられる

• 分析Ⅱにおいて、3分以内に得点差が10点以上変化したとき流れがい
ずれかのチームに向いていると定義したが、2桁の差を覆すことは少
なく、定義を見直す必要があると考えられる

• 第1ピリオドにおいて負けていた場合、第2・3ピリオドにおいて負け
ていた場合より勝つ確率が低くなっているため、第1ピリオドでの戦
いが勝敗に大きく影響すると考えられる

図3 流れによる各プレー数の差

考察Ⅱ
• シュートでは２Pより３Pで、リバウンドではオフェンスよりディ
フェンスで顕著な差が見られた

• 香川の戦い方においては３Pシュートとディフェンスリバウンドが重
要であると考えられる
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図2 得点差と経過時間の関係を示すグラフの例

分析 香川ファイブアローズの行った全60試合について、第１～３ピ

リオド終了時の得点差を算出し、分類する。結果勝った割合を表にまと
める
※第4ピリオドの得点差は試合終了時の得点差と一致し、正の値なら
100％勝ち、負の値なら100％負けとなるため表記しない

分析Ⅰ：香川ファイブアローズの特徴を見る
分析Ⅱ 香川にとって流れが良いとき・悪いときのそれぞれのプレー
の回数を平均し、その差を算出した
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図2のプレー名
1 3Pシュート数
2 2Pシュート数
3 ディフェンスリバウンド
4 オフェンスリバウンド
5 ブロックショット
6 アシスト
7 ターンオーバー
8 スティール
9 ファウルオン
10 パーソナルファウル

感想
ほぼ知識のないスポーツについてデータを分析することは想像以上に困
難だったが、様々な結果を出すことは興味深く、面白かった。

今後の展望
• 分析Ⅲ参考に流れの良し悪しの定義を見直し、流れが良いとはどう
いった状況で、どうすれば良い流れを引き寄せられるのか明らかにし
たい

• 第1ピリオドにおいて大きく点差をあけられた負けた試合に焦点を当
て、どのような戦い方が問題だったのか詳しく分析したい。
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最後に

赤字のポイントに注目し、3つの視点から分析を行うことにした

仮説Ⅰ ディフェンスリバウンドと勝率との相関係数が0.53であり、他の要素と
比べて高かった⇒リバウンドをとる役割であるセンターの存在が試合に勝つうえ
で重要であると仮定した

目的Ⅰ B2のチームに所属するセンターの選手中で、香川ファイブアローズのセ
ンターの選手はどのような特徴を持っているのか探る

分析Ⅰ 主成分分析を用いて、他チームのセンターの選手と香川のセンターの選
手を比較する
※分析に用いた選手の条件

• 年間出場試合時間が700分以上の選手
• 勝率が7割以上のチームの選手

第一主成分と第二主成分の固有ベクトル

・丸内の数字2と5は香川の
選手を表す
・用いたデータは標準化済みである
・累積寄与率は70.4％である

図1 センターの選手を主成分分析

考察Ⅰ
• 2番 シュートをブロックされやすく、ボールロスが多いと考えられる
• 5番 ボールをキープする力は長けているが、シュート力が乏しいため
得点源として期待はできない

PC1     PC2          
得点 -0.32781320 -0.16044946 
X2P成功 -0.37163875 -0.06784893
X2P試投 -0.32046735 -0.17958687
X2P成功率 -0.11180235 0.24961436
フリースロー成功 -0.24205662 -0.28812319
フリースロー試投 -0.31029342 -0.14078270
被ファウル -0.30247138 -0.25016673
オフェンスリバウンド -0.21538271         0.34000655
ディフェンスリバウンド -0.26949977  0.18844607
トータルリバウンド -0.27273440  0.26964138
ターンオーバ -0.04845661 -0.35167801
ブロックショット -0.10445906 0.38426137
被ブロックショット -0.08585018 -0.26616347
X2Pインサイドポイント -0.36207346 0.04567267
セカンドチャンスポイント -0.21847343   0.37628385

提言
• 第1ピリオドにおいての戦いを強化する
• センターの選手の戦力強化


